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「前期後半のスタートに向けて・・・！」 

今年の夏休みは、例年に比べて一週間延期され、８月３１日（月）までの長い休業期間となりました。 

皆さんは、この長い夏休みをどう過ごされましたか。それぞれの学年や自分の置かれる状況で差異はあると思

いますが、きっと充実した長期休業期間を過ごしてくれたことと思います。私自身も、部活動の大会に応援に出

かけたり、地域の活動に参加したりして、本校生徒の活躍する姿をたくさん目の当たりにし、誇らしく感じまし

た。また、東京都中学校体育連盟の役員として、第６５回東京都中学校総合体育大会バドミントン競技の大会や、

第５５回関東中学校柔道大会の表敬訪問を実施する中で数々のドラマを拝見し、感動を受けました。状況はそれ

ぞれ違いますが、中学生が一生懸命取り組み、活躍する姿には、人々の心を揺さぶるパワーがあることを実感し

た夏休みでした。改めて、このような発達段階にある皆さんと関われる職業に就けたことに喜びを感じるととも

に、責任の重さを再確認しました。 

いよいよ夏休みが終わり、前期の後半が始まろうとしています。夏休み中も規則正しい生活を心掛けていたこ

とと思いますが、９月１日（火）に向けての心の準備もお願いします。生徒・教職員ともに９月１日（火）の全

校集会を笑顔で迎えられることを楽しみにしています。 

 

◆◆◆ 防災訓練 ◆◆◆ 

８月２１日（金）に本校体育館において、ご多忙中にもかかわらず、区防災計画課地域防災係長様及び地域

教育課地域学習支援係長様を講師としてお招きし、防災訓練を実施いたしました。 

自由参加ということで募集をかけ、３年生３名、２年生１名、１年生５名の９名の生徒が参加してくれまし

た。大人は、教員１１名、PTA会長の宮内 睦男様、地域学校協働本部主任コーディネーターの橋本 俊雄様 

の１３名、合計２２名で災害時の避難所運営について貴重な体験ができました。後に体験した生徒の感想を掲

載させていただきますのでご一読いただけますと幸甚です。 

 例年、本校では夏季休業期間中に災害時における避難所開設に向けての訓練を防災宿泊訓練として実施して

きたようですが、熱中症予防や感染症、特に今年の夏は、インフルエンザが流行しているという報道があった

り、学校という施設に宿泊することもあり外部からの侵入者対策も必要になったりと、たとえ一泊二日といえ

ども、子どもを預かるという観点では、こどもの健康管理や安全管理上、受け入れ側の大人の体制づくりを徹

底しなければならないと考えました。 

 以上のことを、学校運営協議会委員長と学校地域協働本部主任コーディネーター、PTA会長に相談し、今年度

は日帰り訓練となりました。来年度以降はこれらの課題を克服すべく、今年度中に細部にわたり打合せをしな

がら、子どもたちにとって安全安心で有意義な防災宿泊訓練が実施できるよう取り組んでいきたいと考えてい

ます。 

  

 令和８年８月２８日（金） 

江東区立第三亀戸中学校 

校長  髙橋 幸男 

＜本校の教育目標＞ 

１ 健康でくじけない人  

２ 誠実で心豊かな行動のできる人  

３ 大志をもって学習する人 

ホームページＱＲコード 

（http://3kame- 

hu.koto.ed.jp/） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

   

                  仮設トイレの設置 

       

 

      

 

 

 

講師の挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

テントの設置              簡易トイレの設置と廃棄処理体験 

【参加者の感想】 

・私がもし地震を体験したら、率先してボランティア活動をしたいと思った。そして私は、この防災訓練を体験

してみて、資材の格納場所を知っているからこそ、自分たちから避難した人たちに一秒でもよりよい生活がで

きるようにしたいと感じた。（生徒） 

・トイレを作ったとき、立ってるだけで何もできなかったから、もし何かあったら率先して動けるようにしたい。 

 トイレの数がもっとないとだめだと感じた。（生徒） 

・楽しく防災のことを学べた。どれもそこまで難しいことはなかった。（生徒） 

・私は一応、水以外備えているけど、最近は備えの確認をしていなかったから、もう一度見直してみたいと思っ

た。（生徒） 

・トイレなどを組み立てるのは、初めてだとすごく難しいので、しっかり学んでおけばスムーズにできると思う

ので、これから何かあったときは組立などが分かる自分たちが積極的にやりたい。（生徒） 

・非常食などを貰えたから、しっかり防災バックなどを確認していきたい。（生徒） 

・当たり前に使っていたトイレやいつも寝ているところ、食料は、災害が起こったら当たり前ではなくなること

を知った。災害が起こったら怖い。けれど今日学んだことを生かして頑張りたい。（生徒） 

・非常食を貰ったので、自分の家の非常時バックに入れ足したい。災害は、いつ起こるか分からないので、しっ

かりと対策をして災害が起きた時に不自由がないような生活をしたい。（生徒） 

・実際に身の回りで災害が起こった時に、今日学んだことを思い出し、役に立てるようなことをしたいと思いま

した。（生徒） 

・災害が本当に起こった時にこのような取組を事前に学んでおくと、すごく助かると思いました。（生徒） 

・組立に時間が掛かってしまって、もし災害時だったら、並んでいる人がいたり、対人トラブルが起きたりする

かもしれないので、このことを覚えておきたいです。（生徒） 

・実際に人と話し合ったり、協力したりして楽しく学ぶことができてよかったです。これを生かして災害時に過

ごしたいです。（生徒） 

・もし実際に災害が起こっても自分たちがこの学習を生かすことができれば、避難所もスムーズに人が避難でき

ると思いました。（生徒） 

・地域の方々を含み周知が必要。日々の訓練が大切なことと思いました。（大人） 



 

◆◆◆ 地域行事 ◆◆◆ 
 夏休みも最終週を迎えました。天神町会主催のラジオ体操でも本校の生徒が先頭に立って手本を務め、大活躍

している姿を見ることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

亀戸三丁目天神町会主催 亀戸天神社境内 令和８年８月２８日（金） 

 

 

◆◆◆ 部活動 ◆◆◆ 
 

【吹奏楽部】 

 

第66回 東京都中学生吹奏楽コンクール                 

                    令和８年８月７日（金）府中の森芸術劇場 

ウィーンホール 

   １年生８名、２年生２名、３年生４名の計１４名での演奏でしたが、臆することなく、 

  堂々としたハーモニーをホール内に響かせていました。とても立派な演奏でした。 

 

銀賞 
  

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 



 

◆◆◆ 御 礼 ◆◆◆ 

 

  早朝からのラジオ体操をはじめ、夏祭りやお楽しみ会等、たくさんの地域行事の計画・運営には大勢の

方々のご尽力の賜物と心より感謝申し上げます。このような行事に本校生徒が積極的に参加し、楽しみな

がらリーダーシップを発揮する。それにより、子どもたちの自己有用感や自己肯定感が育ち、地域愛も深

まっていくことと思います。子どもたちの健全育成において、まさにこれこそが地域教育の成せる技だと

考えます。今年度から８月３１日（月）までの長い夏休みになりましたが、９月１日（火）に一回りも二

回りも成長した本校生徒に会うのが楽しみです。まだまだ、酷暑や気象異常による災害発生も危惧される

状況ではありますが、ご注意の上お過ごしいただけますようお願い申し上げます。 

最後になりますが、お陰様で、現在のところ、本校生徒が事件・事故に巻き込まれたような報告は１件

も受けておりません。 

このご報告をもちまして御礼とさせていただきます。今後とも生徒を見守っていただけますようお願い

申し上げます。 

 

 

 

 

来月（９月）の予定 

 
1 火 全校集会 時間割Ⅱ期始 避難訓練 16 水 修学旅行(3) 

2 水 期末考査  17 木 修学旅行(3) 

3 木 期末考査 18 金 小学生の中学校体験⑤ 

4 金 期末考査  19 土   

5 土   20 日   

6 日   21 月 敬老の日 

7 月 移動教室前日指導(2) 領域診断テスト(3) 22 火 国民の休日 

8 火 移動教室(2) 23 水 秋分の日 

9 水 移動教室(2) 区中研(教科) 24 木 環境検定(2) 

10 木 移動教室(2) 25 金 生徒会役員選挙 英語検定 

11 金 専門委員会(前期最終) 26 土 
総合防災訓練 ⑥カット 

授業公開 学校説明会 

12 土 数学検定 27 日   

13 日   28 月   

14 月 修学旅行前日指導(3) 29 火   

15 火 修学旅行(3) ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ交流会(2) 30 水 水泳指導終 

 


